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はい（好き） 10（名） 7（％） 9（名） 6（％） 8（名） 6（％）
ふつう 63 42 53 35 64 49
いいえ（嫌い） 62 41 74 48 55 42






















































































































































































































































































③回 収 率　　　　　 幼稚園　12園（71％）
保育園　９園（53％）
④方　　　法　郵送
93曲を提示し，その中から日常
的に歌われているもの，時々歌
われているものを選んでもら
う。
⑤提示曲の内容　aこどもの讃仏歌・季節のう
た　生活の歌に分類
b作詞者，作曲者，歌い出し
の詞を提示
アンケートの番号１から10は日常の讃仏歌で
あり，１と２は黙想の曲である。旋律がとても
きれいで，八小節の短かい曲であり，黙想時や
礼拝時の入・退場の曲としても多くの園で使用
されている。３から10までの曲は，日常の礼拝
時に使用されている曲である。（ののさま＝幼
児語で礼拝することをなむなむする・のんのん
するとも言っているこによるのであろう）番号
11から18は四季のうたであり，お釈迦様の誕生
を祝う花まつりの歌は人気が高く，多くの園で
使用されている。悟りを得られた成道会のうた
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や亡くなられた時の涅槃会の歌なども行事の中
でよく歌われている曲である。19から22は日常
の生活の中で歌われている歌で，それぞれどの
曲もよく歌われている。
むつかしい音程の曲や，時代と共に使われな
くなった曲や，歌詞のむつかしい曲は，最近は
歌われなくなり，テレビ等の影響で，リズムに
ノレない曲等は，子どもたちは好まなくなり，
歌いたがらなくなってきたと嘆いておいでの先
生のご意見もあった。仏教系の短大の中でも，
即戦力をつけることや，実習準備の中で，仏教
保育の曲を「声楽」の授業の中では，１，２曲
しか取扱っていないのが現状である。がこのア
ンケートを通して，協力いただいた園からは，
№
1．
2．
3．
4．
5．
6．
7．
8．
9．
10．
11．
12．
13．
14．
15．
16．
17．
18．
19．
20．
21．
22．
曲目
子どもの讃仏歌
黙想の曲　Ⅰ
黙想の曲　Ⅱ
のんのんののさま
ねね
ののさまに
ほとけさま
ののさま
仏さま
しっている
おちかい
四季のうた（春）
こどもの花まつり
おてらのぽっぽ
きくのはな（秋）
あかいことりが
いつまでも（冬）
成道会のうた
涅槃会
やさしいこえ
生活のうた
せんせいおはよう
さようならほとけさま
おべんとうのうた
たんじょうび
作詩者
三橋あきら
三橋あきら
塚本　章子
三橋あきら
水谷　式夫
山田　静
立野　勇
高橋　良和
賀来　琢磨
立野　勇
立野　勇
三橋あきら
三橋あきら
三橋あきら
長田　恒雄
三橋あきら
三橋あきら
三橋あきら
三橋あきら
三橋あきら
作曲者
本多　鉄磨
本多　鉄磨
本多　鉄磨
本多　鉄磨
賀来　琢磨
本多　鉄磨
水谷　式夫
小松　耕輔
本多　鉄磨
松涛　基
本多　鉄磨
玉山　英光
本多　鉄磨
平井康三郎
本多　鉄磨
本多　鉄磨
下総　皖一
本多　鉄磨
本多　鉄磨
本多　鉄磨
本多　鉄磨
本多　鉄磨
うたいだし
歌詞なし
歌詞なし
おめめをつむりてをあわせ
のんのんののさまこどもが
ののさまにあげましょきれ
やさしいやさしいほとけさ
のんのんののさまほとけさ
のんのののさまほとけさま
ののさまはくちではなんに
おおきなおこえでほとけさ
おはなあげましょささげま
おてらのぽっぽはとぽっぽ
ひとつふたつみっつよっつ
あかいことりがおじぞうさ
おめめをつむるとののさま
ひがしのそらにおほしさま
みんな　みんなないてます
やまをでられたおしゃかさ
せんせいおはようみなさん
きょうもたのしくすぐまし
たのしいおひるになりまし
たんじょうびたんじょうび
幼稚園
○7
○9
○6
○5 △3
○4
○6
○3
○2 △1
○1 △1
○3
○10 △1
○1
○3 △2
○1 △2
○8 △1
○6 △2
○6 △1
○5
○10
○6
○5
○5
保育園
○4
○4 △1
○5 △2
○3 △2
○4 △2
○2 △1
○3 △2
○4
○5
○2
○6 △3
○1 △2
○5 △3
○1 △1
○3
○3 △4
○2 △3
○3 △1
○7 △1
○4
○3
○1 △1
合　計
○11
○13 △1
○11 △2
○8 △5
○8 △2
○8 △1
○6 △2
○6 △1
○6 △1
○5
○16 △4
○2 △2
○8 △5
○2 △3
○11 △1
○9 △6
○8 △4
○8 △1
○17 △1
○10
○8
○6 △1
表２．現在よく使用されている仏教保育のうた
（○印：日常的に歌われている　△印：時々歌われている　数字は園数を示す）
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「改めて考える機会をもった」「こんなに多くの
曲目がある事をはじめて知った」との温かい声
をいただき，喜こんでいる。再度，角度を変え
ての整理を考えている。
ま　と　め
健康であるとは，ただ単に心や体が「病気で
ない」状態のみでなく，自分のやりたいことを
自らが見つけ出す心の広がりや強さ，そしてそ
れを実行出来る勇気や身体的強さが備わってい
る状態のことであると考える。しかし現在の子
どもたちの姿は，それにはほど遠いというのが
現実ではないだろうか。現在の学生も含めて，
自分からは何も出来ず，遊びも長続きしない，
（90分の授業の途中で集中力が切れる等）マナ
ーの欠如や，主体性や自主性に欠け，責任感や
計画性に欠けるという事もよく言われている事
であり，実感する。まさしくこれは「しなやか
でない」生活を投影していると考える。保育の
場でも，保育者が一人ひとりの子どもに，又，
全員の子どもたちに無伴奏で歌を届けている場
面を本当に最近，見なくなった。そして気持良
さそうに歌を歌っている子どもたちを，見かけ
ることもめっきり少なくなったと感じる。
あなたのために誰かが歌いかけてくれる。そ
れによって心地良い快感が生まれ，その快感を
受け止め，共有してくれる仲間や大人によって
歌う喜こびや楽しさが育まれていくものと考え
る。ひとつの歌を一緒に歌う。大人と声を合わ
せる。又，園庭で遊びながら「あ・る・こう
あ・る・こう～」と歌う時，砂場でケーキをつ
くり，仲間と「ハッピバースディー」を歌う時，
大人や仲間とにコミュニケーションが生まれ，
心を豊かに育てることに繋がる。祖父母が知っ
ている，両親や姉や兄が歌った歌の中に，我々
が今，子どもとともに歌いたいと思う歌や伝え
たいと心から思う歌があれば，それは大切な文
化である。
保育者に必要なしなやかさを，京都文教短期
大学教授の照屋敏勝は次のように示している。
体のしなやかさ
感性や感受性のしなやかさと豊かさ
思考や発想のしなやかさと想像性の豊かさ
表現のしなやかさと多様性
これはまさしく保育者の資質や，生き方，考え
方とも一致している。そして保育者が仕事から
離れた時，自分の保育の中をふりかえり，考え
方や，幼児の未来像を思い描く時，趣味に興ず
る時も「しなやかさ」を持ち続けてほしいもの
である。
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